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「柱の有効細長比」の NG 解消方法【壁量チェック】 

文書管理番号：1188-02 

Q.質 問  

壁量チェックのチェック結果の「柱の有効細長比」で NG がある。どのように修正したらよいか。 

 

 

A.回 答  

(壁量チェック)の準備入力で設定した「横架材間隔」と、プラン図で配置した柱のサイズから、柱の

有効細長比を算出し、150 を超えた場合に「NG」になります。 

確認が必要な部分は赤文字で表示されるため、該当する個所の「横架材間隔」または「柱サイズ」を確

認し、修正します。 
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柱の有効細長比は、次のように判定しています。 

 

 

柱の小径： 

プラン図で配置した柱サイズ 

X・Y のサイズが異なる場合は、

小さい方の値を採用 

柱の座屈長さ： 

準備入力で設定した各階の

横架材間隔 

 

座屈方向の断面 2 次半径： 

柱の小径 ÷ 3.46 

※柱形状が□の場合 3.46 

※柱形状が〇の場合 4.00 

有効細長比： 

（柱の座屈長さ）÷（座屈方向の断面 2 次半径） 

判定： 

有効細長比が「150」以下であれば OK 

 

「NG」になる要因としては、柱の小径が小さい、または柱の座屈長さが長いことが考えられます。 

例えば、横架材間隔は「2905」mm でも、柱のサイズを間柱のように「30×105」mm とした場合、

柱の小径は 30mm となり、 

2905÷（30÷3.46）＝335.05 ＞ 150 

で判定は NG となります。 

 

(プラン図)で該当する柱のサイズを修正する、または (壁量チェック)の「設定」⇒「準備入

力」⇒「詳細設定」にある「天井高・横架材」タブの横架材間隔を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


